
 
 

 

 

 

実力テスト、頑張りました！！ 

久々の登校。元気のいい声と明るい笑顔。当たり前だった生活がやっと戻ってき

たような気がして、私も明るい気持ちになりました。新しい生活様式の中での学校

生活で、窮屈に感じることもあると思いますが、みなさんの持ち前の明るさで乗り

切っていけたらと思います。 

さて、登校初日の２時間目からは実力テストがありました。朝の教室では問題集

を片手に勉強している姿や、仲間とともに問題を出し合っている姿がありました。

テスト中も真剣に問題に向き合っていましたね。長い長い休校で、生活リズムがく

ずれてしまい、途中から眠気に負けそうになる人もいましたが、全体的に実力テス

トを頑張ろうという雰囲気がどこのクラスにもありました。時間いっぱい頑張りま

したね。 

みなさん、実力テストの手応えはどうでしたか？できた！と思う人もいれば、全

然分からなかった…という人もいることでしょう。このテストで分からなかったと

ころは昨年度までの教科書やワークで確認・復習をしておきましょう。そのような

積み重ねが自分の力につながります。こつこつと努力を積み重ねて力を伸ばしてい

く粘り強さを持ったみなさんであってほしいです。頑張りましょう！ 

【実力テストの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業、再開！！ 

実力テストが無事終了し、約２ヶ月ぶりの授業が始まりました。実力テストの疲

れからか、生活リズムの崩れからか、疲れた表情の人がたくさんいましたね。とは

いえ、しっかりと先生の説明を聞く姿、じっくりと課題に取り組む姿が多々見られ、

みなさんの前向きに学習に取り組む気持ちが伝わってきました。３年生になり、学

習する内容もだんだんと難しくなっていきます。でも、３年生がスタートした４月

当初の新鮮な気持ちを思いだして、諦めず、人任せにせず、「じっくりと考えてみる」、

「考えを書いてみる」、「仲間の考えを聞いて自分の考えと比べてみる」ことを継続

していきましょう。 

【授業を頑張るみなさんの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～体の距離は遠けれど、心の距離は近き高西かな～ 

学校教育目標：心を大切にし、多様な学びを通して、生徒一人一人の願いを叶える高西中教育  

 

 

    

尾道市立高西中学校 
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 黒カバンを持ってきていなかったり、頭髪や服装に乱れがあったりする人がいます。

なかなか直すことができない人もいます。でも、その人たちも「その格好で入試に行く

の？」と聞かれると首を振ります。入試ではできない格好を学校でする－その差はどこ

にあるのでしょうか。 

 「一事が万事」という言葉があります。「ひとつのことを見れば、他のすべてのこと

が推測できるということ。 また、ひとつの小さなことに見られる傾向が、他のすべて

のことに現れるということ。」という意味です。たったひとつの乱れが新たな乱れとな

って表れたり、心の乱れにつながったりします。 

 来週から卒業アルバムの写真撮影がはじまります。それを機に、頭髪、服装等、自分

自身の「乱れ」を見直し、「整えた」生活にきりかえていきましょう。 


